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福島県農業総合センター　果樹研究所栽培科

薬液到達性の向上が図られることから、病害虫防除の効率化が期待できる。

薬液到達性の悪い樹形や樹冠の位置が明らかになったことから、整枝・せん定の改善につながる。

薬液到達性を向上させるには、主枝を開張させて樹高を低く抑えた改良樹形が有効であり、薬液到達性が
劣る部位に側枝を配置しないことにより、さらに改善効果が得られる（図３）。

適用範囲
県内全域

普及上の留意点

部門名　果樹－モモ－整枝・剪定、病害虫防除
担当者　志村浩雄・畠良七・佐久間宣昭・額田光彦・安部充・永山宏一

薬液到達性は、風など気象条件をはじめ、散布対象樹の大きさや使用するＳＳの散布風量、ノズルの種類
によって変動するので注意する。

樹冠視認度と薬液到達性との関係は、７ｍ×７ｍ千鳥植え（ＳＳの散布幅７ｍ）のモモ樹で解析していること
から、植栽距離が異なる場合はＳＳから樹体までの距離を考慮する。

期待される効果

薬液到達性を向上させるためのモモの樹形改良と新梢管理

要旨
　モモの樹形について、主枝の開張度を大きくして低樹高化すると、スピードスプレーヤ（以下「ＳＳ」という）によ
る樹冠全体への薬液到達性が向上する。また、薬液到達性は枝葉の繁茂条件により影響を受けることから、
繁茂状況に応じて散布量の調節や夏季せん定等の新梢管理を行う。

　

新技術の解説

改良樹形は、主枝の開張度が大きいため徒長枝等新梢の発生が多い傾向があるので、夏季せん定や摘
心などの新梢管理は遅れないように注意する。

改良樹形は、主枝２本に、亜主枝８本を形成し、支柱や添え竹の利用により、主枝および亜主枝を水平に
対し30度程度に開張させ、低樹高に整枝した樹形とする（図１）。

薬液到達性は、慣行樹形、改良樹形ともに、ＳＳの通路側に比べて樹冠内部の幹に近い位置ほど、さらに
高い位置ほど劣る。特に、主幹上部の高さ４ｍ付近は、薬液到達性が劣りやすい（図２）。

薬液到達性は繁茂条件と散布量によって差がある。改良樹形は、高繁茂条件での400L/10a散布、低繁茂
条件での220L/10a及び300L/10a散布で慣行樹形を上回っており、到達性の高い樹形であると考えられる
(図４）。

枝葉の繁茂が少ない（樹冠視認度が高い）ほど、薬剤到達性は高い傾向がある。繁茂が少ない場合は散
布量を削減しても十分な到達性が得られるが、繁茂が多い場合は散布量を標準散布量とするか、夏季せ
ん定等の新梢管理により枝葉の繁茂を改善する（図５）。
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